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1985年 上海において、子 どもを暗記や ドリルの反復 といった課業の圧力から解放 して、
自ら考える能力の育成に重点を置く素質教育を中心 とする教育改革が行なわれはじめた。 こ
の教育改革は、これまでの受験教育を脱却するものとして全国の注目を集めた。それは早 く



















激 しい変動の社会の中で活躍 した教育者 ・教育学者である。1917年 アメリカ留学より帰国
した陶行知は、南京高等師範学校(1921年 東南大学に改称)に 在任中、文字 と書物 とばか




そ して、中国教育の出口が郷村教育にあることを強 く意識 したのである。郷村教育を推進す
るために、郷村教師を育成 しなければな らない。そして、郷村教師を育てることを目指 した








1-1生 活 としての教育 「生活即教育」
陶行知は1927年 に創立された暁荘師範において、生活教育理論に基づいて実践を行 うと
同時に、実践を通 してその理論を検証 しようとした。 この理論の中心的な原理の一つは、
「生活即教育」であった。よく知 られているように、デューイは人間の基本的な関心事を再
現している木工や裁縫や料理などを中心とする仕事を通 して、意図的な教育(学 校教育)を
行おうとした。 このような教育を陶行知は ド教育即生活」と呼んでいる。 しか し、「教育即
生活」における 「生活」とは、あ くまでも教育の側か ら切 り取 られ編成 された生活であって、
中国の生活の現状に合わない。そこで陶行知は、重点のおき方を回転 させて、生活の側から
教育を生活のうちに組織化 しようとする。陶行知は 「教育即生活」を 「生活即教育」に転回
すべきだと主張したのである。彼の生活教育理論を明確にするために、まず この 「生活即教
育」の意味について検討 してみよう。
陶行知は生活教育について繰 り返 し言葉を換えて定義 し直している(z)。しか し、表現は異
なっているが、基本的な意味において大きな差異はないようである。彼によれば、生活教育







に、生活 と教育は 「一つのもので、一つのことの二つの名称」なのである(2-649『 陶行知
全集』第2巻 、649頁 を示す。以下同じ)。
上記 において示 したように、陶行知の生活教育の生活 とは、r学 校 と社会』 の中でデュー
イの言 うような、人類がすべき典型的な諸仕事のことではなく、実際の生活のことであり、
端的に言えば民衆の実際の生活のことである。 しかし、陶行知の生活教育における生活は、
すべての生活を指す ものではない。陶行知の言う 「実際の生活」 とは、さまざまな実際の生
活のなかの進んでいる生活を指 している。彼の言葉で言えば、「生活教育は生活の力を利用
して生活を改造するのである。 目的と計画がある生活を利用して、 目的と計画がない生活を







された理論 も、デューイの教育理論 と考えられていた。よく知 られているように、デューイ
























ろうか。そ うで はない。 この原理 は、社会生 活を学校教育 の中軸 とする一方 で、学校 を社会
生活を改造す る中心 として位置づ けるのである。 ここに私 たちは、 デューイの学校論 との共
通性 を確 認す るとと もに、 あ くまで も社会 と生活に重心 を置 こ うとす る陶 の学校論の特徴 を
見 ることができ るだ ろう。
1～3「 傲」 を中心 とす る教学倣合一
陶行知 の生活教育理論 の中心 の二 つの原理 「生活即教育」 と 「社 会即学校 」を明 らかに し
たが、 これか ら生 活教育 の三 つ目の原理 と言 える 「教学徹合Jに ついて述 べよ う。
論文 「教学合一」(1919)に おいて、陶行知 は次の ように述 べて いる。「教 える こと と学ぶ
ことは、実 は分離す ることので きな いものであ り、 まさに合一すべ き ものなので ある。」(1-
21)そ して、陶 は 「教学合一」の根拠 として、第一 に、学 び方 を教 えることが教師の責任で
あること、第二 に、教学方法は学習 方法 に基づかなけれ ばな らな いこと、第三 に、教師 自身
が学 問を しな けれ ば人 を教 えられない ことの三点を指摘 していた。彼は暁荘師範 プランの理
論 を述 べ た 「中国師範建設論」(1926)に おいて 「教学倣合一」 につ いて系統 的に論 じてい
たが、論文 「教学 倣合一下之教科書」(1931)で は、 それにつ いてよ り明確 に定義 した。 こ
れか らまず、 「教学倣」 の意味を明 らかに しておこう。
陶 によれば、教 学倣 とい うのは、次 のようなことを示 してい る。 まず、教 える方法 は、学
ぶ方法 に基づ かなければな らない。 そ して、学ぶ方法 は、倣(な す)方 法 に基づか なければ
な らない。事 を どのよ うになすか に即 してそのように学 ぶ。 どのよ うに学 ぶかに即 してその
ように教 える。教 え と学 び とはなす ことによ っては じめて実現す ることが できる。その とき、
なす ことによ って教 え るのが先生、 なす ことによって学 ぷのが学生 である(2-650)。 この説
明か らわか るよ うに、教 え と学 びの 中心 である倣(な す)こ とが重要で ある。つ ま り 「倣」
の理解 がこの説明 のポイ ン トとな る。
倣(行 動 また は実践)と はなす ことであ り、「労力 」の上 に 「労心」 す ることなのである。
つま り手 と大脳 をと もに用 いることである(H28)。 彼 は、後 に論文 「教学倣合一下之教科
書」(1931)の 中で、 なす ことの意味 を次の三 つにま とめてい る。 すなわち、1.行 動、2.
思考 、3.新 たな価値の作 り出 し、 である。そ して、 なす こととは創造 であ り、実験 であ り、
建設 であ り、生 産であ る。陶において、 なす とは三つの特徴 によって示 されて いるよ うに、
単な る盲 目的な行 動ではな く、合理 的に道具を使いつつ、思考 を伴 うものであ る。 このよう
に彼 は、伝統 的教 育の中で無視 されてきた行動(実 践)の 重要性 を強調 してい る。 しか し、
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彼は書物を読むことを軽視するわけではない。彼によれば、書物は死読すべきものではなく、
























克 した ものと評価 しているものもいる(郭 笙、華東師範大学紀要(教 育科学版)1986年3-
19頁)。 確かに、デューイの 「なすことによって学ぶ」には、文字表現か らみると、教える
という意味が入 っていない。しかし、そのなすことは、教師が子どもの興味や能力などによっ
て、生活における 「社会活動の諸形態の典型」を示すことから選ばれたことである。デュー












1917年 南京高等師範学校(東 南大学)の 教授として迎えられた陶行知は、大学の中の教
育課程改革に取 り組む と同時に、平民教育普及にも力を入れた。1923年 彼は、東南大学の








教育を建設す ることにある(1-100)と 考えた。彼は郷村学校における進んだ生活を通 して
郷村生活を改造 しようとしたのである。これによって中国の人 口の大半を占めている農村社
会を徹底的に変えるのを目指した。それは彼の教育による救国の理念 と言えるであろう。 こ

































郷村教師を養成する暁荘師範の出発点は、本校 に属する 「中心学校」 にある。陶行知はこ













が重要な課題 とされた。なぜこれほどまでに 「中心学校1が 師範学校にとって重要な位置づ
けをなされたのであろうか。陶はこれについて次のように述べている。
「環境の中に子どもの成長に影響を与える力が二つある。すなわち、一つは子 どもの成長























校か ら発足 した(5)。暁荘小学校は、暁荘師範が最初に建設 した 「中心学校」であった。同校
は1927年3月5日 に開校 した。校舎は最初捨児岡長生殿 という神社仏閣を借用 していたが、
同年6月6日 には新校舎が落成 した。新校舎は、壁が土で屋根がちがや(茅 草)か らできて
おり、内部には、生活室 と呼ばれた教室が三つ、寝室が三つ、事務室、博物館、図書館、衛
生室、売店、倉庫、便所があった。周囲には、農場が三つ、公園、グランドがあった。子ど











ならない(..)と 信 じていた。当時 「単級学校」の創立経費は、建築費を除外 しても最低
160元 必要とされていたが、暁荘各小学校の創立経費は、暁荘小学校が100元 で、他の5つ










題を師範学校の研究会や討論会に持ち寄 り、師範学校の指導員や 「後方」の師範生と議論 し




導を受け、「前方」の師範生 と交流 し、郷村社会の 「実際の生活」を中軸にし、かつ子ども
の年齢 に応 じた教材を編集 し、その教材を 「前方」の師範生たちに提供 した。
中心学校の教授の必要に応 じるために、すべての生活を師範学校のすべての課程に したが、
このすべての生活 一 すべての課程は 「教学倣」である(2-355)。 その概略は、以下の五つ
である(1-106)




















陶行知は、中国の実際の状況に基づいて、それに相応 しい郷村教育を通して 「農民の手腕 ・
科学の頭脳 ・社会改造の精神」を有した、将来郷村教師になる師範学校の学生を育てようと




会が教育を信 じるようになり、3年 目には科学的農業に効果が上がるようになり、4年 目に




「農民の手腕 ・科学の頭脳 ・社会改造の精神」を育てることを趣 旨とする暁荘師範学校に
は、師範生に 「教学倣」を指導する指導員がいる。この指導員 とは、陶がかつて在職 してい
た東南大学から招かれた教授たちであった。彼 らに求められたのは、教室の中で書物に載っ
ている知識を教えることではなく、学生 とともに実際の 「事」(な す こと)を 通 して共教 ・




歩を求めつつあるのである(1-43)。 また、共教 ・共学 ・共倣 ・共生活を通 して学生に学習

































うしては じめて農民のために奉仕 し、郷村生活を改造する使命を担う資格を得 られるのだ。






数かつ最 も不幸の中華民族を愛する。中華民族を愛しているか ら、中華民族の中で最 も多数
かつ最 も不幸の農民を愛 している。」(2-556)こ のような愛情があるからこそ、暁荘師範が




























教師の養成 についてはそれほ ど重視 されて いないようであ る。 陶行知 は、 中国の教育 の出口
は人 口の大半 を占めてい る農村教育 にある。 それを実現す るために、農村教 育に相応 しい教
師を養成 しなければな らない と主張 した。 この見方 は、現在行 われてい る素質教育 を中心 と
する教育改革 に も大 きな示 唆を与え るであ ろう。
素質教育 は基本的 には都市、特 に経済的に発達 してい る大都市 を中心 として始 めた。 しか
し、 それは、格差 が大 きな農村部 の現状には相応 し くない ことが多 い。 それに もかかわ らず、
行政的 な力 によ って素質教育 を中国全土 にわたるよ うに推進 しよ うと している。 しか し、政
策 と して実行 され て も効果が あま りみ られないのが現 実である。 中国 を変化 させ るために、
教育を変え なけれ ばな らない。教育を変 え るためには、 まず農村 の現状 と適合 した教育 に変
え る必要が あるのであ る。陶行知の生活教育理論 につ いての考 察 は、 これ までの彼 に対す る






「生活教育とは1.生 活の教育2.生 活によって生活を影響する教育3.生 活の必要 に応じて
行う教育である。(Lifeeducationmeansaneducationoflife,bylifeandforlife)」(「生活教育の目














べか らず。」(1-107)こ こからもわかるように、暁荘師範は学生の実践能力を重視 しているのである。














ることである。同じ論文の中で子どもを少なく生むこと一 人口制限のことを中心に、多 くの資料を使 っ
て論述した。彼によれば、入口の急増が世界中の戦争に導 く重要な原因の一つである。それゆえに、人
口の問題は中国だけのことではなく、世界の問題である。世界の人 々は協力してこの問題を解決 しなけ
ればならないと強調 している。少なく子どもを生めば、みんな共栄できるのに対 して、多 く生めば共亡
することになるのである。中国にとって、少なく生むこと自体は民族を救 うことでもある。
新中国が成立 した以降、他の学者もそのことを主張したが、毛沢東の人が多ければ多いほど、力があ
るという見解 と対立 したので、否定されてしまったのであった。70年 代の末になると、政府は再び人
口の問題 に目を向けざるを得な くなった。そ して有名な 「一人 っ子」政策を始めた。陶行知が早 く
1931年 政府より約半世紀の前に人口制限の問題を提出したことは、学者の卓見を表わすだけではな く、
それについて再評価する必要があるのではないかと思われる。
(5)中 心学校を基本 とする暁荘師範は、1927年 開校当初、中心学校 としての暁荘小学校と、二つの
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